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• Full Stackスクラム開発支援
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• 先端ソリューション開発：Outposts、オンプレミスへのAWSエージェント統合、など

• 日米協同クラウド活用推進
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❶注目すべき機械学習モデルの開発状況： 年
• 産業界が モデルを開発
• 学術界が モデルを開発
• 産学連携から モデルが誕生

「機械学習モデルの開発は依然として、産業界が主導権を握る」

❷基盤モデル開発の加速
• 年の開発数は 年の 倍以上
• が として公開

「開発の民主化が進んでいる」

❸技術性能
• 画像分類や言語理解で人間を凌駕
• 競技数学や視覚的常識判断では未だ課題

❹責任のある
• 関連インシデント： 年に 件報告（前年比 増）
• 社会的影響への懸念拡大

「技術革新と責任ある開発の両立が急務」

❶ （エージェント型 ）の台頭
• 次世代の強力な基盤モデルへの進化
• 自律的な意思決定が可能なデジタルエージェント
• 高度な推論能力を持つチャットボット・コパイロット

❷インダストリーにおける の適用
• 消費者向けと企業向けのタスク処理は継続、主な適用分野

❹ を統合したソフトウェア開発
• は開発を支援する役割から、ソフトウェア自体の一部に

変更

❸アクセス可能な ツール
• より安価、安全な ツールは日常生活の一部として浸透



のインフラ クラウド設計 デリバリ現場において、 が中心的な役割を果たす

❶ 具体的なニーズの基に を活用
• 実際の業務課題やニーズから 活用を検討
• 明確な目的意識を持った 導入

❷ で解決すべき問題の明確化
• 課題の具体的な定義づけ
• 解決したい問題の詳細を記述

❸ の提供する可能性を評価
• 利用可能な ツールの機能を評価
• 技術的な実現可能性を検討

❹ 適切な情報に基づく の活用
• 必要なデータの特定と収集
• データの品質と適合性の確認

❺ 実践における 活用評価基準の形成
• 実際の業務環境での適用検討
• メリットとリスクを軸に評価

❶アプリケーション開発と統合
• 開発パターンと関連する機能構造を理解
• 階層化・構造化されたリソース割り当て戦略を策定

❷インフラストラクチャ設計 デリバリーモデル
• プロダクト レイヤーベースではなく、機能 サービスベースの 策定
• 変化するサービスメッシュの要件を対応可能に

❸ （ ）の適用
• 自動化されたデプロイメントと改善パイプラインを確立
• 早期段階からの を実装



❶Complete Cloud Native
• クラウド環境に最適化された新し

いアーキテクチャへの完全移行

❷Semi-Cloud Native
• クラウド上にあるシステムと密接

に連携するものが対象
• オンプレミスに残しつつ、AWS

AgentやAWS Outpostsを導入

❸On-premises Remains
• 現時点移行不可なシステム

Team/Technical AgilityEnterprise Solution Design/Delivery Agile Product Design/Delivery

❶Individual Service-based Modules
• サービスの単体デプロイまたは導入検証の

ために利用
• 例：環境定義スクリプトが組み込んだEC2

起動テンプレート

❷Technical Solution-based Modules
• 日常的なシステム運用から生まれたソ

リューションモジュール
• 例：障害対応訓練のためのAWS Fault 

Injection Simulatorテンプレート

❸Industry Business Case-based Modules
• 特定のインダストリーの特徴を考慮したビ

ジネスケースモジュール
• 例：BSEA for FSI

❹Observability Modules
• 上記のモジュールとセットにする監視モ

ジュール

❶タスク管理の高度化
• 各タスクの目標、成果物、期限を明確に

定義し共有
• パイプライン式スケジューリング

❷多層的なチーム戦略
• L1チーム（基本デリバリ）
• L2チーム（高度デリバリ）
• L3チーム（先端デリバリ）

❸AI統合サービスの活用

Continuous Input/Output

：

Lean Portfolio Management



：

Team/Technical Agility

Agile Product Design/Delivery
• Industry Business Case-based Modules

Agile Product Design/Delivery
• Observability Modules

Agile Product Design/Delivery
• Individual Service-based Modules
• Technical Solution-based Modules

Lean Portfolio Management

Continuous Input/Output
• Automation
• Agile
• Observability



1.GenAI時代におけるアドバンスドインフラデザイン/デリバリの成功要因：

• SREの原則と組み合わせたバランスの取れたアプローチ

• ビジネス実践から生まれた明確で実用性のあるモデリングフレームワーク

• 継続的な改善サイクル

2.実用的なAIインフラストラクチャは、まだ発展途上の段階にあり、

現行のクラウドインフラストラクチャとの主な相違点：

• 創発的な知能能力

• 自己組織化システム

• 最小限の人的介入

• 高度なメタ学習フレームワーク



1.AI駆動の自動化：

• ルーチン作業の自動化から複雑な意思決定の自動化へ

• より知的な自動化システムの開発

2.高度な可観測性の実装：

• メトリクス、ログ、トレースの統合的な監視

• AIを活用した異常検知と分析

3.自己回復可能なインフラストラクチャー：

• 予測的なメンテナンス

• 自動的な障害回復メカニズム

• システムの自己最適化機能





ありがとうございました
Re:Inventで再会しましょう―
本日発表の日本語文面は、Claude 3.5 Sonnet、Chat GPT 4.0およびMicrosoft Copilotの協賛でお送りいたしました

キンドリルジャパン株式会社

叶 奕池（ICHICHI）

Infrastructure/Cloud Architect
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